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○アウトリガフロート格納時は、グリッ
プを持って格納してください。手を挟
む場所は持たないでください。 

 
 
○アウトリガフロート格納時、格納サポ
ートに掛かっていることを確認して、
押し込んでください。 

○アウトリガフロートを押し込んだ後、ロ
ックピンにて固定してください。 

車両を走行状態にするため、
アウトリガフロートを格納しよう
と下面から手で持ち、格納サ
ポートへ押し込んでいたとこ
ろ、格納サポートに掛かってお
らず、アウトリガフロートが落下
した。 
その時、アウトリガフロートの
下面と地面で指を挟んだ。 

 

原 因  

・アウトリガフロートの下面を持って格納した。 

・格納サポートに掛かっていない状態で押し込んだ。 

グリップを持ち、格納サポートに掛かっている事を確認して押し込む。 
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張出、格納手順の詳細は取扱説明書を参照してください。 


